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８
月
号

　

６
月
に
開
催
し

た
川
崎
医
療
生
協

の
総
代
会
で
、
理

事
長
か
ら
１
０
０

歳
を
超
え
る
利
用

者
か
ら
の
「
ニ
ュ
ー
ス
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
こ
の
病

院
で
最
期
を
お
世
話
に
な
り

た
い
」
と
い
う
声
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

星
野
俊
平
専
務
か
ら
は
、

「
い
つ
ま
で
も
安
全
で
明
る

い
生
活
を
！
地
域
ま
る
ご
と

の
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
よ

う
」「
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
組
合
員
の
育
成
と
サ
ポ
ー

ト
を
進
め
る
」「
医
療
や
介

護
福
祉
の
現
場
と
地
域
の
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
つ
な

げ
よ
う
」
な
ど
の
方
針
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

私
の
周
り
の
組
合
員
か
ら

「
大
規
模
な
病
院
だ
と
血
液

検
査
の
結
果
が
す
ぐ
に
出

て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
結
果

に
基
づ
い
て
診
察
が
行
わ
れ

る
の
に
、久
地
診
療
所
だ
と
、

血
液
検
査
は
当
日
の
う
ち
に

結
果
が
で
な
い
の
で
、
す
ぐ

に
結
果
が
わ
か
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
へ
通
う
」
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。

　

班
会
に
参
加
す
る
人
か
ら

は
「
川
崎
医
療
生
協
の
診
療

所
は
遠
く
て
通
え
な
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
地
域

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
利
用
者
の

争
奪
戦
で
、
そ
れ
に
打
ち
勝

っ
て
い
く
に
は
努
力
と
工
夫

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
組
合
員

の
要
望
、
意
見
を
取
り
上
げ

て
実
践
す
る
、
今
こ
そ
医
療

生
協
の
出
番
で
す
。

 

編
集
委
員　

宮
澤 

明

青い空

　

６
月
25
日
、
川
崎
市
高
津
区
の
高
津
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、「
川
崎
医
療
生
協
第
76
回
通

常
総
代
会
」
が
開
ら
か
れ
、
総
代
２
５
０
人
の
う
ち
、
書
面
議
決
と
委
任
出
席
も
含
め
て
２

１
７
人
が
出
席
、
理
事
会
が
提
案
し
た
５
つ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
医
療
生
協

の
星
野
俊
平
専
務
は
、
経
営
・
事
業
継
続
の
危
機
と
組
合
員
参
加
の
危
機
、
こ
の
２
つ
の
危

機
を
組
合
員
と
共
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

厳
し
い
現
状
を
認
識

―
理
事
長
か
ら

　

総
代
会
の
冒
頭
に
高
村
彰
夫

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
、
医

療
と
介
護
業
界
の
厳
し
い
現
状

に
つ
い
て
触
れ
、
特
に
多
く
の

医
療
機
関
が
赤
字
に
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
や
、
地
域
の
病
院
が

経
営
上
の
理
由
で
買
収
さ
れ
る

事
例
も
報
告
し
、
川
崎
医
療
生

協
も
同
様
の
危
機
に
直
面
し
て

組
合
員
参
加
の
危
機

　

医
療
福
祉
生
協
は
２
つ
の
危

機
と
し
て
、「
経
営
事
業
継
続

の
危
機
」
と
、「
組
合
参
加
の

危
機
」
の
２
つ
が
あ
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。
組
合
数
と

出
資
金
の
減
少
、
組
合
利
用
率

の
低
下
、
担
い
手
不
足
、
理
事

総
代
、
支
部
運
営
委
員
の
固
定

化
な
ど
が
全
国
的
に
共
通
す
る

課
題
。

　

川
崎
医
療
生
協
の
組
合
員
の

年
齢
別
の
構
成
は
、
70
歳
以
上

は
６
割
と
高
く
な
り
、
近
い
将

来
、
組
合
数
が
激
減
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
若

い
世
代
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
。

　

組
合
員
１
人
当
た
り
の
出
資

金
額
で
、
一
番
多
い
の
は
10
万

円
か
ら
１
０
０
万
円
の
出
資

で
、
全
体
の
42
％
。
２
番
目
に

多
い
の
は
１
０
０
万
円
か
ら
３

０
０
万
円
で
21
％
。
今
後
、
70

歳
以
上
の
組
合
員
の
自
然
脱
退

で
出
資
金
が
数
年
後
に
は
激
減

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
２
０
２

４
年
度
は
、「
訪
問
行
動
」「
担

い
手
を
増
や
す
」「
職
員
と
組

合
員
の
共
同
」
の
３
つ
を
活
動

の
柱
に
し
て
と
り
く
ん
で
き

た
。
大
師
や
京
町
地
区
で
の
地

域
で
の
健
康
ま
つ
り
や
訪
問
行

動
が
再
開
し
た
。
大
師
地
域
で

は
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

配
付
者
探
し
を
職
員
と
組
合
員

が
共
同
で
定
期
的
に
開
催
。

　

訪
問
行
動
で
は
職
員
が
参
加

す
る
こ
と
で
、
毎
回
１
人
以
上

の
配
付
者
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
地

元
商
店
街
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
診
療
所

の
自
由
脱
退
が
３
割
に
な
っ
て

い
る
。

　

出
資
金
増
資
の
目
標
は
１
・

２
億
円
に
対
し
て
１
億
４
６
８

０
万
円
、
目
標
比
１
２
２
％
の

超
過
達
成
。
お
よ
そ
５
０
０
０

万
円
の
大
口
の
増
資
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
こ
れ
を
押
し
上

げ
た
。

　

班
会
開
催
数
は
２
１
５
３

回
、
前
年
プ
ラ
ス
２
９
８
回
と

引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
。
医

療
生
協
の
新
聞
を
配
る
手
配
付

者
は
１
１
３
人
増
え
た
。
新
班

は
14
班
誕
生
し
た
。
班
会
開
催

数
と
班
会
参
加
者
数
は
、
コ
ロ

ナ
前
の
２
０
１
８
年
と
比
較
し

て
約
１
・
５
倍
と
な
っ
た
。

　

新
た
な
つ
な
が
り
の
中
か

ら
、
支
部
運
営
委
員
や
ニ
ュ
ー

ス
配
付
者
な
ど
が
誕
生
す
る
な

ど
、
組
合
員
が
意
識
し
て
と
り

く
ん
だ
成
果
が
出
て
い
る
。
各

地
域
で
定
例
化
し
て
い
る
健
康

づ
く
り
の
活
動
が
、
地
域
の
日

常
と
な
っ
て
参
加
者
数
が
増
え

て
い
る
。
生
協
の
新
聞
や
支
部

ニ
ュ
ー
ス
で
は
楽
し
い
実
践
が

い
く
つ
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

半
期
は
マ
イ
ナ
ス
幅
を
圧
縮
し

た
が
予
算
に
は
届
か
な
い
結
果

と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た

の
は
診
療
報
酬
改
定
を
背
景

に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
対
応
の

遅
れ
、
医
師
、
看
護
師
不
足
、

上
半
期
の
感
染
症
対
応
に
よ
る

病
床
稼
働
制
限
が
影
響
し
た
。

今
後
、
決
め
た
目
標
予
算
を
管

理
す
る
経
営
幹
部
の
管
理
能
力

の
水
準
ア
ッ
プ
と
、
全
職
員
参

加
の
経
営
参
加
の
推
進
が
課
題
。

加
入
や
増
資
な
ど
の
成
果

　

生
協
の
４
課
題
は
、
組
合
員

数
は
前
年
比
で
７
８
６
人
純
減

し
４
万
人
を
割
り
、
３
万
９
７

４
３
人
と
な
っ
た
。
出
資
金
は

15
億
２
４
０
０
万
円
の
到
達

で
、
期
首
よ
り
１
９
０
０
万
円

ほ
ど
純
増
し
た
。

　

加
入
は
２
０
０
０
人
の
目
標

に
対
し
て
８
８
７
人
、
44
％
の

到
達
。
前
年
に
続
き
、
こ
こ
十

数
年
の
中
で
も
低
調
な
結
果
。

脱
退
数
は
１
７
３
７
件
で
、
そ

の
う
ち
、
死
亡
、
脱
退
が
お
よ

そ
５
割
、
病
院
利
用
な
し
な
ど

い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
か
ら
の
手
紙

を
紹
介
し
、
超
高
齢
者
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制

の
必
要
性
を
訴
え
た
。そ
し
て
、

川
崎
医
療
生
協
が
経
営
改
善
と

患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
努
力

を
続
け
る
意
思
を
表
明
し
、
組

合
員
活
動
へ
の
感
謝
と
、
京
町

診
療
所
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
た
職
員
と
組
合
員
の
結
束

を
呼
び
か
け
た
。

５
億
円
の
経
常
赤
字

２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

　

２
０
２
４
年
度
の
決
算
は
、

事
業
収
益
は
80
億
４
９
２
万

円
、
事
業
費
用
は
87
億
１
０
９

７
万
円
で
経
常
利
益
で
▲
５
億

２
２
４
万
円
の
計
上
赤
字
と
な

っ
た
。
上
半
期
が
大
変
厳
し
い

結
果
だ
っ
た
た
め
、
期
中
よ
り

経
営
危
機
宣
言
を
発
出
し
、
下

２つの危機に
立ち向かう

高村理事長

星野専務

川
崎
医
療
生
協

第第
7676
回
通
常
総
代
会
開
催

回
通
常
総
代
会
開
催

―
経
営
・
事
業
継
続
の
危
機
と

　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
員
参
加
の
危
機
―

絵
手
紙古

向
支
部 

橋
本 

む
ら
を 

や
医
療
生
協
を
街
で
し
っ
か
り

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

医
療
福
祉
生
協
か
ら
「
組
合

参
加
の
あ
り
方
提
言
」
が
だ
さ

れ
、
川
崎
医
療
生
協
の
状
況
を

見
る
と
、
行
政
や
社
協
、
町
内

会
な
ど
と
も
共
同
し
た
組
合
参

加
、
組
合
の
枠
を
超
え
た
地
域

住
民
の
参
加
、
そ
れ
か
ら
多
世

代
対
応
な
ど
徐
々
に
広
が
っ
て

い
る
。
職
員
側
も
、
小
児
科
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
世
代
対
応

の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
不
登
校

の
こ
と
な
ど
、
地
域
の
子
育
て

世
代
と
川
崎
医
療
生
協
を
つ
な

い
で
組
合
員
を
増
や
す
活
動
を

強
化
し
て
い
る
。

第
２
号
議
案
活
動
方
針

　

２
０
２
５
年
度
の
活
動
方
針

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
表
１
に
、
方
針

の
柱
は
表
２
に
ま
と
め
た
。
今

年
度
は
、
法
人
内
部
の
連
携
を

強
め
て
損
益
構
造
の
抜
本
的
な

改
革
、
入
院
収
益
増
に
向
け
た

病
床
機
能
の
再
編
を
進
め
、
訪

問
診
療
や
健
康
診
断
の
拡
大
、

送
迎
機
能
の
強
化
も
進
め
る
。

　

２
０
２
５
年
度
の
経
常
利
益

目
標
は
９
７
５
５
万
円
の
黒
字

予
算
。職
場
作
り
の
課
題
で
は
、

医
師
確
保
、
看
護
師
確
保
、
経

営
、
看
護
の
育
成
、
健
康
で
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

重
点
課
題
と
す
る
。

　

社
会
保
障
の
課
題
で
は
、
今

年
は
選
挙
が
あ
る
の
で
、
職
員

と
組
合
と
の
学
習
を
進
め
、
選

挙
に
行
く
こ
と
を
呼
び
か
け

る
。
労
働
組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
も
あ
っ
た
、
賃
金
が
安

い
と
か
人
が
少
な
い
、
こ
の
根

（
２
面
へ
つ
づ
く
）



２０２５年８月１日 第７０８号
昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ） 毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協 （２）

本
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
職

員
と
学
習
を
進
め
る
。

　

平
和
を
守
る
活
動
で
は
、
被

爆
80
年
の
節
目
と
い
う
こ
と

で
、
被
爆
者
の
お
話
を
聞
く
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
多
様
性

尊
重
の
課
題
で
は
、
意
思
決
定

の
場
合
の
女
性
参
画
比
率
の
向

上
、
障
が
い
者
が
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

持
続
可
能
性
の
課
題
で
は
、

地
域
温
暖
化
が
急
速
に
進
行

し
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
Ｃ
Ｏ

２
を
排
出
す
る
と
、
２
１
０
０

年
に
は
今
よ
り
も
お
よ
そ
６
度

気
温
が
上
昇
し
ま
す
。
法
人
と

て
、
安
全
で
持
続
可
能
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
と

り
く
ん
で
い
く
。

経
常
利
益

　

２
０
２
５
年
度
の
収
支
予
算

は
、
事
業
収
益
は
85
億
５
２
７

６
万
円
。
事
業
費
用
は
86
億
３

８
６
２
万
円
を
見
込
み
、
経
常

利
益
は
９
７
５
５
万
円
の
黒
字

予
算
と
す
る
。

中
長
期
事
業
計
画

　

中
長
期
事
業
計
画
で
は
、
２

０
２
４
年
度
、
協
同
ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
健
診
セ
ン
タ
ー

の
設
置
や
、
京
町
診
療
所
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
き
た
。

課
題
と
し
て
い
た
定
年
制
度
改

定
は
、
労
働
組
合
と
２
年
近
く

共
有
し
て
い
る
が
ま
だ
合
意
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。
２
０
２
６

年
度
は
診
療
報
酬
改
定
の
年
な

の
で
、
対
応
を
進
め
て
い
く
。

中
長
期
資
金
計
画

　

中
長
期
資
金
計
画
で
は
、
事

業
に
必
要
な
投
資
を
し
、
事
業

継
続
を
す
る
た
め
に
毎
年
生
み

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
必
要
利

益
は
、
２
０
２
６
年
度
以
降
、

経
常
利
益
で
約
３
・
６
億
円
と

す
る
。
今
後
の
特
別
投
資
と
し

て
、
２
０
２
６
年
に
坂
戸
診
療

所
、
２
０
２
７
年
度
に
は
生
協

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
２
０
２
９

年
度
に
は
協
同
病
院
の
投
資
開

始
を
想
定
。
建
築
費
の
高
騰
も

計
画
に
影
響
。
今
後
の
経
営
状

況
や
投
資
額
の
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
議
案

　

一
般
社
団
法
人
協
同
か
な
が

わ
加
入
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

３
年
度
24
年
度
の
総
代
会
で
既

に
提
案
が
承
認
さ
れ
て
い
る

が
、
監
事
会
よ
り
従
来
の
議
決

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
改
め
て

総
代
会
で
議
決
申
請
す
る
よ
う

に
と
の
勧
告
が
あ
り
、
本
総
代

会
で
の
独
立
し
た
議
案
と
し
て

提
案
。

　

４
号
議
案
で
は
理
事
報
酬
と

監
事
報
酬
に
つ
い
て
提
案
。
第

５
号
議
案
で
は
議
案
効
力
発
生

の
件
を
提
案
。

討
論

　

議
案
提
案
後
に
監
査
報
告
が

あ
り
、
討
論
に
移
り
、
会
場
発

言
が
14
件
、
文
書
発
言
が
２
件

あ
り
、活
発
な
討
論
と
な
っ
た
。

　

井
手
敏
明
総
代
か
ら
、
ビ
キ

ニ
デ
ー
に
参
加
し
た
報
告
と
、

帰
っ
て
き
て
か
ら
の
署
名
を
集

め
て
い
る
活
動
の
報
告
。
岡
琢

也
総
代
か
ら
、
川
崎
協
同
病
院

の
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の
活
動
の
報
告
。
桜

本
商
店
街
を
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が

ら
走
っ
た
「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」
と

い
う
企
画
の
開
催
と
、
映
画
上

映
会
の
開
催
報
告
。
関
谷
治
子

総
代
か
ら
、
京
町
診
療
所
移
転

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
し
、
ニ
ュ

ー
サ
ン
サ
ン
運
動
へ
の
協
力
依

頼
と
、
送
迎
事
業
の
推
進
、
現

在
あ
る
組
合
員
ル
ー
ム
も
同
じ

地
域
に
残
す
こ
と
へ
の
安
心
感

を
報
告
。

　

な
か
は
ら
看
護
小
規
模
多
機

能
の
辻
岡
ひ
ろ
み
総
代
は
、
こ

の
事
業
所
の
場
所
や
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
を

報
告
し
、
住
み
慣
れ
た
街
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
事
業

を
進
め
て
る
こ
と
と
、
地
域
の

交
流
の
場
を
作
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
。矢
後
省
三
総
代
か
ら
、

坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
、
９
年
前
か
ら
の
経
過

と
現
在
の
診
療
所
設
備
が
限
界

に
き
て
い
て
地
域
か
ら
選
ば
れ

な
い
診
療
所
に
な
る
懸
念
が
報

告
さ
れ
、
法
人
に
対
し
支
部
ニ

ュ
ー
ス
に
今
ま
で
の
経
過
を
掲

載
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
。

　

京
町
診
療
所
の
佐
野
陽
子
総

代
か
ら
、
京
町
診
療
所
移
転
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
進
捗
と
、
建
設

運
動
に
伴
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
と
り
く
み
を

報
告
。
佐
野
セ
イ
総
代
か
ら
、

大
師
公
園
で
行
っ
て
い
る
体
操

の
と
り
く
み
か
ら
、
配
付
者
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
と
、
モ
ル
ッ

ク
を
行
っ
て
い
た
ら
、
学
校
帰

り
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て

良
か
っ
た
こ
と
の
報
告
。

　

川
崎
協
同
病
院
の
猪
野
瀬
美

樹
総
代
か
ら
、
断
ら
な
い
救
急

の
受
け
入
れ
を
24
時
間
３
６
５

日
を
と
り
く
み
、
川
崎
市
内
の

救
急
車
の
断
り
率
が
平
均
26
・

５
％
に
対
し
、
協
同
病
院
は
12

％
と
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

報
告
。
坂
内
亮
総
代
か
ら
、
六

郷
架
道
橋
の
堤
防
の
改
善
署
名

の
と
り
く
み
と
現
状
。
７
月
１

日
か
ら
国
土
交
通
省
が
応
急
的

な
工
事
が
決
ま
っ
た
こ
と
の
報

告
。

　

鈴
木
忠
能
総
代
は
、
５
年
後

に
資
金
シ
ョ
ー
ト
す
る
根
拠

と
、
坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
方
針
の
説
明
を
要
求
。
掛

水
久
子
総
代
は
、
一
般
社
団
法

人
協
同
か
な
が
わ
と
川
崎
医
療

生
協
と
の
関
係
の
説
明
を
要

求
。
野
村
眞
孝
総
代
が
、
経
費

節
約
で
総
代
会
資
料
を
手
配
付

し
た
こ
と
へ
を
評
価
。
寺
田
典

子
総
代
は
、
職
員
の
労
働
密
度

に
つ
い
て
川
崎
医
療
生
協
の
現

状
を
知
り
た
い
と
質
問
。
関
谷

治
子
総
代
か
ら
、
救
急
車
の
断

り
率
に
つ
い
て
、
川
崎
市
内
で

は
た
ら
い
ま
わ
し
の
状
態
に
な

っ
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
っ

た
。討

議
の
ま
と
め

　

総
代
か
ら
の
意
見
や
質
問
を

受
け
、
理
事
会
を
代
表
し
星
野

専
務
が
以
下
の
よ
う
な
、
ま
と

め
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

京
町
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
討
し
て

い
る
。
現
在
の
組
合
員
ル
ー
ム

を
残
す
こ
と
も
重
要
な
課
題
。

ニ
ュ
ー
サ
ン
サ
ン
運
動
の
中

で
、
地
域
の
要
求
を
聞
き
な
が

ら
組
合
員
と
と
も
に
建
設
運
動

に
と
り
く
み
た
い
。

　

坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
最
初
に
、

み
な
さ
ん
の
尽
力
に
応
え
ら
れ

ず
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
を
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
方

針
は
法
人
経
営
状
況
の
悪
化
か

ら
、
建
て
替
え
時
期
、
建
て
替

え
方
法
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
状
況
。
今
年
３
月
の
常
務
理

事
会
で
、
坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
た
当
面
の
方
針

案
を
作
成
。
そ
の
内
容
は
、
２

０
２
５
年
度
中
に
法
人
中
長
期

事
業
計
画
の
練
り
直
し
策
定
す

る
。

　

建
て
替
え
方
式
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
答
申
で
出

さ
れ
た
内
容
に
加
え
、
購
入
し

た
土
地
に
増
築
し
て
、
既
存
建

物
の
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
案
も
入

れ
て
再
検
討
す
る
。
中
長
期
事

業
計
画
練
り
直
し
後
に
、（
仮

称
）
坂
戸
診
療
所
建
設
委
員
会

を
再
開
す
る
。
坂
戸
診
療
所
の

必
要
利
益
達
成
に
向
け
た
事
業

計
画
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。
引
き
続
き
組
合
員

と
話
し
合
い
な
が
ら
理
事
会
に

提
案
し
て
い
く
。

　

救
急
車
の
た
ら
い
ま
わ
し
に

関
し
て
、
全
市
的
な
現
状
の
情

報
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

が
、
断
り
率
の
低
い
協
同
病
院

で
も
、救
急
患
者
が
多
い
時
や
、

感
染
者
が
い
る
と
き
は
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
る
。

　

労
働
密
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
若
い
世
代
の
確
保
が
困
難
。

法
人
経
営
の
厳
し
い
な
か
で
、

退
職
者
不
補
充
の
方
針
で
進
め

て
い
る
。
外
来
患
者
が
減
っ
て

い
く
な
か
で
の
人
員
配
置
を
検

討
。

　

一
般
社
団
法
人
協
同
か
な
が

わ
は　

川
崎
医
療
生
協
も
含
め

５
法
人
が
加
盟
。
共
同
購
入
、

経
理
・
総
務
作
業
、
健
康
診
断

事
業
な
ど
、
共
通
す
る
課
題
を

ま
と
め
て
行
う
法
人
。

　

資
金
シ
ョ
ー
ト
の
件
は
、
２

０
２
５
年
度
の
経
常
利
益
９
７

５
４
万
円
、
２
０
２
６
年
度
以

降
は
３
億
６
１
１
５
万
円
の
計

画
で
実
施
し
た
場
合
の
シ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
の
後
、
議
案
採
決
に

入
り
表
３
に
あ
る
結
果
で
、
全

議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　

総
代
会
の
最
後
に
、「
２
０

２
５
年
わ
た
し
た
ち
の
平
和
宣

言
」（
８
面
参
照
）
を
ア
ピ
ー

ル
と
し
て
確
認
し
終
了
し
た
。

議案採決結果（表３） （表２） （表１）

テーマ

今年の柱

1号議案
　反対3　保留3　賛成多数
2号議案
　反対3　保留6　賛成多数
3号議案
　反対4　保留6　賛成多数
4号議案
　反対0　保留0　満場一致
5号議案
　反対0　保留0　満場一致

※書面議決も含めた結果です

みんなで手をつなぎ １歩前へ
～協同組合と地域みんなの力で、
　健康に暮らせるまちづくりを～

2025年度活動方針スローガン2025年度方針の柱

■活動を定例化する
■職員と組合員の共同
■他団体との連携を強化する
■加入　2000人
■出資金　1億2000万円
■新班　35班
■配付者　175人

●世代や組合員の枠を超えた多様な参加と協同で、
「健康で居心地よく くらせるまちづくり」を職員と
の共同ですすめよう!?

●持続可能な経営づくりを目指し、予算達成にこだ
わった経営改善を全職員参加と組合員利用結集で実
現しよう!?

●「協同組合の理念」「民医連の理念」をともに学び育
ちあう機会をつくり、事業の後継者と運動の担い手
を増やそう!?

●戦後80年。物価高騰や教育費負担などによる生活困
窮のひろがりの中で、軍拡、軍事予算増に反対し、
核兵器廃絶と平和な社会をつくる運動を広げよう!?

矢後総代

南大師 佐野総代坂内総代

京町診 佐野総代

（
１
面
の
つ
づ
き
）



（３） ２０２５年８月１日 第７０８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協昭和45年３月20日
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今
回
の
参
議
院
選
挙
で
大
躍

進
し
た
参
政
党
が
訴
え
た
「
日

本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
議
論
を

呼
び
ま
し
た
。「
日
本
人
だ
か

ら
日
本
人
を
第
一
に
考
え
る
の

は
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
支
持

者
の
声
が
あ
る
一
方
「
外
国
人

を
排
斥
す
る
排
外
主
義
に
つ
な

が
る
」
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
」

を
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、「
他

国
の
利
益
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
利

で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
直
後

の
対
応
と
し
て
、
身
を
守
る
３

点
セ
ッ
ト
―
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

靴
、
手
袋
」
は
必
須
で
す
。

い
つ
で
も
取
り
出
せ

る
よ
う
、
枕
元
に

　

自
宅
に
い
て
大
き
な
地
震
が

発
生
し
た
り
、
火
災
や
水
害
が

迫
っ
て
き
た
り
し
た
場
合
、
ふ

つ
う
人
は
ど
ん
な
行
動
を
と
る

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場
が
危
険

な
ら
そ
こ
か
ら
避
難
し
よ
う
と

す
る
か
、あ
る
い
は
、家
の
別
の

場
所
に
い
る
家
族
の
も
と
へ
駆

け
つ
け
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
と
き
周
囲
は

す
で
に
安
全
と
は
い
え
ず
、
た

と
え
ば
物
が
倒
れ
て
床
に
は
ガ

ラ
ス
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
ま

ず
必
要
な
の
は
安
全
な
靴
で

コ
ラ
ム

時
の
風

あ
い
ま
い
な
「
日
本
人
」

益
を
優
先
す
べ
き
だ
」
は
、
言

葉
の
意
味
と
し
て
は
理
解
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
に
な
ら
っ
て
い
え
ば

「
日
本
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う

意
味
は
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
な

っ
た
と
き
、
そ
れ
が
排
外
主
義

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
と
い
う

議
論
の
前
に
、
そ
も
そ
も
「
日

本
人
」
と
は
何
な
の
か
が
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
定
義
は
、
一
般
に

考
え
ら
れ
る
の
が
「
日
本
国
籍

を
持
つ
人
」
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
な

く
て
も
メ
デ
ィ
ア
で「
日
本
人
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
２
０
２
１
年
に
ノ

ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た

真
鍋
淑
郎
氏
は
ア
メ
リ
カ
国
籍

の
ア
メ
リ
カ
人
で
す
が
、「
日

本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
」

と
紹
介
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
も

あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
に
行
わ
れ
た

「
第
56
回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば

れ
た
椎
野
カ
ロ
リ
ー
ナ
さ
ん

は
、
生
ま
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

す
が
名
古
屋
で
育
ち
２
０
２
２

年
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
彼
女
の
受
賞
に

対
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
な
か
に
「
椎
野
さ
ん
が
「（
日

本
と
の
）
ハ
ー
フ
な
ら
問
題
な

い
が
、
民
族
的
に
０
％
の
日
本

一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も

「
日
本
人
」
を
定
義
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
社
会
学
者

の
見
解
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
な

か
で
あ
え
て
「
日
本
人
は
…
」

と
協
調
す
る
人
は
、
自
分
が
典

型
的
な
日
本
人
（
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
ー
）
だ
と
信
じ
て
、
自
分
の

思
い
描
く
「
日
本
人
」
と
い
う

観
念
に
基
づ
い
て
「
日
本
人
は

…
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

言
い
換
え
れ
ば
日
本
国
籍
を

持
ち
、
自
分
は
日
本
人
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、
そ
う
い
う
人
た

ち
か
ら
は
「
日
本
人
」
だ
と
認

め
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
認
識
の
違
い
が
排
他

主
義
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ

る
で
し
ょ
う
。

（
波
）

人
だ
し
、
日
本
生
ま
れ
で
す
ら

な
い
」
な
ど
受
賞
を
疑
問
視
す

る
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
『
国
籍
の
？
（
ハ
テ
ナ
）
が

わ
か
る
本
』（
木
下
理
仁
著
）は
、

国
籍
、国
民
、日
本
人
、外
国
人

と
、
日
頃
わ
れ
わ
れ
が
迷
い
な

く
使
っ
て
い
る
言
葉
が
意
味
し

て
い
る
も
の
が
な
ん
な
の
か
を

考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

一
例
と
し
て
大
相
撲
の
力
士
の

国
籍
に
つ
い
て
の
メ
デ
ィ
ア
の

と
ら
え
方
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
５
月
に
旭
天
鵬

が
優
勝
し
た
と
き
、
２
０
０
６

年
１
月
の
栃
東
以
来
の
「
日
本

人
力
士
」
の
優
勝
、
と
騒
が
れ

た
の
に
対
し
て
、
２
０
１
６
年

１
月
に
琴
奨
菊
が
優
勝
す
る

と
、栃
東
以
来
10
年
ぶ
り
の「
日

本
出
身
力
士
」
の
優
勝
と
言
わ

★ ★塩昆布マヨトースト
川崎協同病院　栄養科　日
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置
おき
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海藻を食べよう！⑤

からだにやさしい料理   第77回  

【材料】（１人分）

・食パン １枚（６枚切り）

・塩昆布 ５ｇ

・マヨネーズ 大さじ1

・ごま油 大さじ1/2

・青ネギ お好みで適量

１人分　310㎉   　塩分　1.8ｇ

♥ 一口メモ：忙しい朝でも、時短で出来る
簡単メニューです。朝食を抜くと、熱中
症を招きやすいのでご注意を！。カロ
リーが気になる方は、カロリーハーフの
マヨネーズを使ったり、ごま油の量を減
らすと、簡単にカロリーカットできます。

れ
ま
し
た
。
旭
天
鵬
も
琴
奨
菊

も
日
本
国
籍
を
も
つ
日
本
人
で

す
。
し
か
し
、
旭
天
鵬
は
モ
ン

ゴ
ル
出
身
で
、
琴
奨
菊
は
日
本

生
ま
れ
な
の
で
、
旭
天
鵬
は
日

本
人
力
士
で
、
琴
奨
菊
は
日
本

出
身
力
士
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で

す
。

　

著
者
は
「
日
本
の
国
籍
を
取

っ
て『
日
本
人
』に
な
っ
て
も
、

『
ホ
ン
モ
ノ
の
日
本
人
』
で
は

な
い
、
と
い
う
意
識
が
あ
り
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を

投
げ
か
け
、「
国
籍
が
日
本
で

も
、
親
の
出
身
国
や
肌
の
色
の

違
う
人
を
『
日
本
人
』
と
呼
ぶ

こ
と
に
、
違
和
感
を
お
ぼ
え
る

人
が
い
る
よ
う
だ
」
と
指
摘
し

ま
す
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
み
る
と
単

純
に
日
本
国
籍
＝
日
本
人
と
は

【作り方】
❶  容器に塩昆布を入れ、マヨネーズ、ごま油
をかけて、混ぜ合わせる

❷  食パンに❶を塗り広げる（塩昆布がかさな
り過ぎないよう、満べんなく塗るのがポイ
ント）

❸  トースター（またはグリル等）で、こんが
りと焼き色がつくまで焼く

❹  最後に刻んだ青ネギを散らして完成

災害に備えて
３点セットで身を守る
―ヘルメット、靴、手袋―

す
。
足
を
け
が
し
て
し
ま
え
ば

行
動
は
制
約
さ
れ
、
避
難
も
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

同
じ
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
を
片

付
け
る
の
に
軍
手
な
ど
手
袋
が

必
要
で
す
。
な
に
を
す
る
に
も

手
が
自
由
に
動
か
せ
る
よ
う
で

な
く
て
は
、
行
動
は
制
約
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
の
場
合
は
余
震

で
い
ま
に
も
棚
の
上
か
ら
も
の

が
落
ち
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

し
、
台
風
で
は
外
か
ら
何
か
が

飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
、
ま
ず
頭
を
か

ば
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
頭
を

打
っ
た
り
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す

れ
ば
ま
と
も
な
思
考
が
で
き

ず
、
こ
れ
も
大
き
く
行
動
が
制

約
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
災
害
が
発
生
し
て

自
宅
に
い
る
場
合
は
、
次
の
行

動
に
安
全
に
移
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
「
靴
」、「
手
袋
」、「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
」
が
必
要
な
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
身
の

回
り
に
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
無
防
備
な
就
寝
中
の
場

合
の
対
応
を
第
一
に
考
え
る

と
、
手
の
届
く
範
囲
に
常
備
し

て
お
く
の
が
適
当
で
す
。

　

な
に
か
起
き
た
ら
、
ま
ず
周

囲
を
見
ま
わ
し
状
況
を
確
認
し

た
あ
と
、
動
け
る
よ
う
で
あ
れ

ば
ま
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
、靴
を
は
き
、手
袋
を
す
る
、

そ
し
て
次
の
行
動
に
移
る
か
待

機
す
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

衝
撃
や
危
険
物
に
対

応
す
る
も
の
を

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
衝
撃
に
耐

え
、
耐
熱
性
に
優
れ
た
も
の
を

選
び
ま
す
。
折
り
畳
み
式
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
耐

衝
撃
性
や
耐
熱
性
は
固
定
型
と

比
べ
る
と
低
く
な
る
の
で
、
固

定
型
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

靴
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
釘

な
ど
を
踏
ん
で
も
大
丈
夫
な
よ

う
に
、
靴
底
や
つ
ま
先
部
分
が

丈
夫
な
も
の
が
お
勧
め
で
す
。

ふ
つ
う
の
靴
屋
で
は
な
く
、
ワ

ー
ク
マ
ン
な
ど
業
務
用
の
衣
料

品
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
店
で

こ
う
し
た
靴
は
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

　

手
袋
は
、
軍
手
の
よ
う
な
作

業
用
の
も
の
で
、
瓦
礫
の
撤
去

な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
防
災
軍
手
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
、
防
刃
に
強
い
も
の
を

用
意
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
防
寒
や
防
熱
に
も
な
り
ま

す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
靴
、
手
袋
の

３
点
セ
ッ
ト
に
加
え
て
、
お
勧

め
し
た
い
の
が
、
手
動
式
電
源

の
携
帯
ラ
ジ
オ
と
笛
で
す
。
手

回
し
で
充
電
が
で
き
る
タ
イ
プ

は
乾
電
池
は
い
り
ま
せ
ん
。
携

帯
電
話
の
充
電
も
で
き
、
ラ
イ

ト
の
機
能
を
持
っ
た
も
の
を
用

意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　

笛
は
「
存
在
を
知
ら
せ
る
」

の
に
重
要
な
防
災
グ
ッ
ズ
で

す
。
動
け
な
く
な
っ
て
助
け
を

求
め
る
と
き
、
周
囲
の
人
の
注

意
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヘルメット、靴、手袋+ラジオと笛

　

豪
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
自

然
災
害
は
、
い
つ
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
ま

ず
必
要
な
の
が
防
災
対
策
で

す
。
そ
の
な
か
で
も
ま
ず
第
一

に
考
え
る
べ
き
が「
身
の
安
全
」
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訪問行動訪問行動

　

６
月
28
日
、
来
年
春
に
京

町
診
療
所
が
移
転
す
る
地
域

の
「
駅
前
支
部
」
で
訪
問
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
組
合
員
と
職
員
で
、
午
前

と
午
後
合
わ
せ
る
と
24
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

訪
問
行
動
の
目
的
は
、
京

町
診
療
所
移
転
に
伴
い
、
組

合
員
宅
を
訪
問
し
て
、
京
町

診
療
所
の
移
転
の
話
・
ニ
ュ

ー
サ
ン
サ
ン
運
動
の
増
資
の

話
・
訪
問
先
の
組
合
員
さ
ん

の
最
近
の
体
調
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
対
話
し
ま
し
た
。

　

医
療
生
協
新
聞
が
届
い
て

い
る
組
合
員
さ
ん
は
京
町
診

療
所
が
移
転
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。
訪
問
先
の

人
の
中
で
「
新
診
療
所
が
で

き
あ
が
っ
た
ら
、
決
ま
っ
て

い
る
病
院
が
あ
る
け
ど
も
、

緊
急
の
時
に
使
い
た
い
」「
前

よ
り
も
近
く
な
る
か
ら
通
い

た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。
医
療
生
協
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人

も
い
て
、
今
後
医
療
生
協
の

こ
と
を
宣
伝
し
て
い
か
な
く

て
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

訪
問
件
数
は
午
前
・
午
後

で
約
２
２
０
件
以
上
で
し

た
。
今
後
も
け
ん
こ
う
市
・

訪
問
行
動
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

 

駅
前
支
部　

稲
毛 
真
子

 

 

　

６
月
22
日
、
川
崎
区
の
桜

本
町
内
会
館
で
初
め
て
川
崎

医
療
生
協
の
桜
本
支
部
が

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
い

ま
し
た
。
握
力
、
棒
反
射
、

足
趾
力
、
体
組
成
を
行
い
16

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」

「
定
例
で
ま
た
町
内
会
館
で

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
感
想

が
あ
り
、
始
終
ワ
イ
ワ
イ
楽

し
い
雰
囲
気
で
し
た
。

　

桜
本
支
部
は
今
ま
で
も
定

期
的
に「
桜
本
い
こ
い
の
家
」

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

お
り
、
測
定
器
の
扱
い
な
ど
に

慣
れ
て
い
る
た
め
短
時
間
で
ス

ム
ー
ズ
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
健
康

診
断
の
声
掛
け
も
６
人
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。

 
桜
本
支
部　

田
島 

美
智
代

　

６
月
17
日
、
猛
暑
の
な
か

16
人
が
参
加
し
、
協
同
地
区

の
さ
わ
や
か
健
康
づ
く
り
委

員
会
主
催
で
、
お
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

ニ
ュ
ー
ス
の
配
付
者
に
も
声

掛
け
を
し
て
大
勢
で
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
朝
の
忙
し
い
時
間

に
も
簡
単
に
で
き
、
し
か
も

タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
な
メ
ニ

ュ
ー
を
考
え
ま
し
た
。
一
つ

目
は「
厚
焼
き
玉
子
サ
ン
ド
」

で
、
卵
２
個
に
か
つ
お
だ

し
大
さ
じ
１
を
入
れ
て

作
っ
た
だ
し
巻
き
卵
を
、

バ
タ
ー
を
塗
っ
た
パ
ン

に
レ
タ
ス
と
厚
焼
き
玉

子
を
挟
ん
で
完
成
で
す
。

も
う
一
つ
「
フ
レ
ン
チ
ト

ー
ス
ト
」
は
、
卵
と
牛
乳

に
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
混

ぜ
合
わ
せ
た
液
に
、
厚
切

　

５
月
29
日
、
た
か
つ
支
部
の

ク
イ
ー
ン
班
で
、
都
電
荒
川
線

の
沿
線
を
散
策
し
ま
し
た
。
都

電
は
、
か
つ
て
は
都
内
を
縦
横

に
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
三
ノ
輪
橋
〜
早
稲
田
間

12
・
２
ｋ
ｍ
、
30
駅
を
走
る
都

電
荒
川
線
だ
け
で
す
。

　

大
塚
駅
前
駅
で
一
日
乗
車
券

（
４
０
０
円
）
を
購
入
し
、
ま

ず
は
梶
原
駅
で
下
車
。
目
的
は

か
わ
い
い
都
電
の
形
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の「
都
電
も
な
か
」で
す
。

そ
こ
か
ら
、
歩
い
て
「
あ
ら
か

わ
遊
園
」
へ
向
か
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
わ
遊
園
に
向
か
う
都

電
沿
線
は
バ
ラ
で
有
名
で
す
。

花
の
盛
り
は
過
ぎ
て
い
る
も
の

の
、
ま
だ
見
ご
ろ
は
続
い
て
い

ま
す
。
遊
園
内
に
は
怖
く
な
い

乗
り
物
や
餌
や
り
が
で
き
る
動

物
広
場
な
ど
が
あ
り
、
小
さ
い

子
ど
も
の
家
族
連
れ
が
た
く
さ

ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

遊
園
の
次
は
、
ま
た
都
電
に

乗
っ
て
、「
荒
川
二
丁
目
駅
」

で
下
車
し
「
荒
川
自
然
公
園
」

へ
。
こ
の
公
園
は
東
京
都
下
水

道
局
三
河
島
水
再
生
セ
ン
タ
ー

の
上
に
、
人
口
地
盤
を
造
っ
て

　

７
月
16
日
小
雨
の
中
、
京
浜

急
行
「
八
丁
畷
駅
」
に
組
合
員

16
人
が
集
合
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
日
は
京
町
支
部
の
毎
年

恒
例
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見

学
で
す
。

　

電
車
に
乗
っ
て
「
生
麦
駅
」

か
ら
徒
歩
10
分
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
工

場
に
着
き
ま
し
た
。
工
場
入
口

に
て
警
備
員
か
ら
誠
実
な
挨
拶

を
が
あ
り
、
受
付
で
一
人
当
た

り
５
０
０
円
の
入
館
料
を
支
払

い
工
場
見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
説
明
が
見

事
で
、
最
初
に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

の
歴
史
等
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
観

た
後
に
、
約
１
時
間
、
工
場
見

学
を
し
ま
し
た
。
工
場
見
学
で

は
麦
の
味
見
を
し
て
、
ホ
ッ
プ

の
香
り
に
包
ま
れ
、
１
番
搾
り

と
２
番
搾
り
の
麦
汁
の
飲
み
比

べ
な
ど
も
あ
り
、
味
や
匂
い
で

を
試
飲
し
、参
加
者
か
ら
は「
と

て
も
美
味
し
い
」
と
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

工
場
見
学
後
に
、
川
崎
駅
ま

で
戻
り
、
み
ん
な
で
昼
食
を
楽

し
く
食
べ
て
、
無
事
に
工
場
見

学
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
来
年
も
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

京
町
支
部　

瀧
沢 

由
紀
子

設
置
さ
れ
た
公
園
で
、
少
し
下

水
の
臭
い
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
庚
申
塚
か
ら
歩
い

て「
巣
鴨
の
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。
時
間
が
な

い
の
で
急
ぎ
足
で
し
た
。
最
後

に
巣
鴨
名
物
「
塩
大
福
」
買
っ

て
、
み
ん
な
満
足
顔
で
帰
途
に

着
き
ま
し
た
。

　

た
か
つ
支
部
ク
イ
ー
ン
班　

 

松
本 

信
枝

町
内
会
館
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
内
会
館
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

都
電
荒
川
線
に
乗
っ
て

都
電
荒
川
線
に
乗
っ
て

料
理
教
室
で
簡
単
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

料
理
教
室
で
簡
単
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

今
年
も
行
っ
て
き
ま
し
た
ビ
ー
ル
工
場

今
年
も
行
っ
て
き
ま
し
た
ビ
ー
ル
工
場

り
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を

つ
け
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ

タ
ー
を
溶
か
し
、
液
に
付
け

た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
焼
い
て

出
来
上
が
り
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
レ
タ
ス
・
ミ
ニ
ト
マ

ト
・
き
ゅ
う
り
・
玉
ね
ぎ
・

コ
ー
ン
の
サ
ラ
ダ
も
作
り
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

も
ば
っ
ち
り
で
し

た
。

　

ほ
の
か
な
甘
み

の
だ
し
巻
き
卵
と

パ
ン
の
組
み
合
わ
せ
は
意
外
に

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
フ
レ
ン

チ
ト
ー
ス
ト
は
今
回
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
を
使
い
ま
し
た
が
、
硬
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
食
パ
ン
な
ど

で
も
代
用
で
き
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
し
た
人
か
ら
は

「
短
い
時
間
で
、
美
味
し
い
も

の
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」「
と

て
も
楽
し
く
て
、
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。」「
家
で
も
、
作
っ

て
み
た
い
で
す
。」

な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
健
康
づ

く
り
委
員
会

 

佐
藤 

光
江

ただいま建設中！
 京町診療所移転リニューアル

　４月から本格的に工事が始まり、現在、１階の基礎工
事は終了し鉄骨をくみ上げる工程に入っています。８月
のお盆過ぎには組合員も一緒に棟上げ式を行う予定です。
　建設が進む中で、外壁の色や質感を決めていくのに、
いくつかのパターンを現地で掲示してシール投票を行い
ました。７月中には決まる予定です。
　建設と一緒にスタートしたニューサンサン運動の出資
金を集める運動も、７月16日現在、職員と組合員合わせ
372人が参加し、２年間の積み立てが終了すると1300万
円を超える出資金が集まるところまで到達しました。半
径１キロメートル圏内の組合員を増やすのは、まだ40人
弱でこれからですが、建物が建っていくのと一緒に、組
合員も増やして
いきたいと実行
委員会では、健
康チェックや体
操などの企画を
計画しています。
京町診療所建設
委員会

ビ
ー
ル
を
学
び
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
工
場

見
学
の
後
は
ビ
ー

ル
の
試
飲
を
約
30

分
間
堪
能
し
ま
し

た
。
試
飲
で
は
キ

リ
ン
一
番
搾
り
と

プ
レ
ミ
ア
ム
な
ど

みんなでつくった厚焼き玉子
サンドとフレンチトースト

足趾力チェック

沿線にバラが咲いてキレイでした



（５） ２０２５年８月１日 第７０８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ６月度　32支部 136班　933人

大師東支部
チーム中瀬 モルックを楽しむ 7
チョコトレ 身も心も軽やかに 8
大師健康麻雀 健康麻雀で交流 8
南大師支部
茶の実 存続の危機 3
露草の会 明治神宮の花菖蒲 6
大師中央支部
レインボーの家健康
マージャン「いいじゃん」マージャンで親和、認知症予防 5
民商 懇談 3
カミツ 読書会 3
建設一般 定期大会　感想と反省点 9
エンゼル 梅雨空に傘をつくる 4
レインボーの家[虹輪] 猛暑に負けず楽しいくらしを！ 10
わろてんか 寄席準備 3
おしゃべり喫茶 七夕飾りつけ 10
大師フレンド支部
ウォーキング ストレッチ体操・ペットボトル体操 6
おしゃべり 時々の情勢についておしゃべりする 7
おりづる 作品づくり 4
お絵かき 各自で各テーマを描く 4
さくら会 英語の学習 4
ちぎりえ ちぎり絵 3
ひまつぶし 脳トレ 3
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック 7
リメイク 各自手作りの作品づくり 5
味菜（あじさい） 料理作りと会食 6
藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 9
向日葵 絵手紙 6
藤崎南支部
モルック モルック 5
ライオンズ 総代会開催の件、各人の近況等 9
観音支部
あるこうかい 北陸で美味しいもの見つける旅 13
すみれ モルック 4
健康マージャン 健康麻雀 19
池上新町支部
冥加 ペットボトル体操 10
ひまわり モルック 6
カラオケ 声を出す 12

手芸 切り花飾り 14
桜本支部
さくら 健康チェック 3
黄金 ピロピロをやりましょう 5
大島支部
深瀬 労銀総会出席後お茶会 4
未摘花 ダンベル・ストレッチ体操 4
あかり 書道 6
浜町支部
エチュード オカリナ練習 7
クラフト カゴ作り 4
プアカーネーショ
ン フラダンス 8
プルメリア フラダンス 4
渡田支部
モルック班 モルック 11
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク 7
小田支部
夏つばき あじさいを観に 3
たんぽぽ 骨を丈夫にしましょう 3
ちょこっとウォーク 紫陽花がきれいです 20
ころぼっくる 気になるうんこのはなし 10
ラジオ体操 放置された自転車 35
東小田支部
さつき 血圧チェック 7
小田7丁目公園 チョコットウォークとストレッチ 9
浅田支部
こまくさ 川崎市のアプリ設定学習会 4
おりづる 紫陽花の花額入り 5
ひまわり 額に飾るあじさい折紙 3
じぃじとばぁばの
手習い 5月と同じ「花意竹情」 5
京町支部
セカンド 体操（自彊術） 3
スキットル モルック 8
雀（すずめ）の学
校 ランチでおしゃべり 8
なかよし 紫陽花を見る 5
手芸 作品作り 10
ロード 今年の暑さは異常 5
さくら 健康について(暑さ対策) 5
古流生花 生け花 12

人 人

川崎駅前支部
キャロット 6月ニュース仕分け 5
あじさい 紫陽花の中傘をさして 8
あゆみ ウォーキング・ペットボトル 12
IT 茶話会 3
御幸支部
紅葉 ストレッチ・ダンベル体操 5
南河原支部
シネマ班 映画鑑賞 7
オレンジ 新聞ちぎり絵 4
絵手紙 自分のもってきた草花・くだ

ものを描く 6
新川崎支部
元美人 尿検査及びみそ汁塩分チェック 7
プラチナ フレイル予防 4
ラビット ゆる体操 9
玉川支部
青空平間会 雑談 3
きら美 脳トレ 7
山王町下沼部 健康体操 6
住吉支部
モルック モルックを楽しむ 7
うたごえカラオケ 抒情歌を歌う 6
雲雀 麻雀を楽しむ 8
気功と太極拳 気功と「八式」 6
コスモス 気功・朗読・おしゃべり 6
ミニーマウス 暑気払い 4
西加瀬 フレイル予防 3
うぐいす フレイル予防 3
小杉支部
そら豆 「行事に参加しよう」 16
さくら 脳トレ（並べかえ字など） 4
ヤマブキ うんこの話と尿もれについて 4
しいの実 モルック 11
ひまわり ランチ会 5
アニマル ルーム3色すみれウォーキングに参加 3
T・S・M 暑気払いと近況報告 4
溝ノ口支部
いまが青春 健康麻雀 11
ウォーキング 目黒自然教育園散策 3
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う 4
ゆいの会 ニュースセット、おしゃべり会 5
囲碁サロン 囲碁 4
楽歩会 班結成、相談会 7
公園体操 高津公園体操 10

水彩画 あじさいを描く 3
橘支部
アカシヤ おしゃべり会 5
さくら なるべく歩く 4
シクラメン 敬老会食 23
すずめ 健康麻雀 10
ダンベル 体操 7
つれづれ 健康麻雀 15
ドリーム 被ばく体験談を聞く 6
プラザ 脳トレ体操 18
フラワーレディズ おしゃべり会 7
梶ヶ谷 ニュースセット、いつでも元気学習 3
癒しのお手玉 癒しのお手玉 4
たかつ支部
おりづる 折り鶴づくり 6
クｲーン 港の見える丘公園散策へ参加 5
宮前支部
ひまわり 血管年齢チェック 4
白幡台 体組成チェック 5
さくらそう 脳トレ 3
すみれ 骨密度チェック他 5
長尾住宅 足指力、握力チェック 6
五所塚 総代会参加報告、脳トレ 4
長尾堰支部
すずめ 麻雀にて脳トレーニング 5
ひまわり 転倒防止体操 9
ラフランス 麻雀を楽しむ 5
第４長尾 尿塩分チェック 6
茶の実 尿・塩分チェック 6
歩歩路 体操　ゲーム 4
宿河原支部
パークゴルフ 体力づくり 10
モルック モルック競技 8
多摩支部
寺尾台 理事からの話 7
麻生北支部
モルック 楽しくモルックで体力づくり 7
コーラスミール 通常練習 6
マフマフ マフ作り他 4
麻生南支部
なんじゃもんじゃ 黒川散策 10
キルトのなかま 室内用トートバック 7
柿生会 短歌詠草の批評と添削 8
ほほえみ 暑い夏でも体を動かし健康に過ごす 10

人 人

日時

期　間

参加賞

団体賞

参加費

日時

演目

場所

上映前講演

場所

会費

8月24日(日) 午後1時開場

10月1日～11月30日
除菌ウェットシート
タニタ味噌汁セットなど
無料

９
月
７
日
㈰
午
後
２
時
開
演

川中島神明神社 社務所

小林 展
のぶひろ

大弁護士

参加費・申込みは不要です

・国家総動員法と国民徴用令について

（川崎大師駅徒歩7分）

川
中
島
神
明
神
社
社
務
所

1000円

平 和 映 画

第21回

健
康
寄
席

うしろの正面だあれ

上映会のお知らせ

健康チャレンジ2025

問い合わせ　竹原（090-8643-0657）

問い合わせ　健康まちづくり推進部（044‒266‒7532）

今年もやります！

主催 川崎医療生協 大師中央支部
（044‒266‒7532）

　東京大空襲によって家族を失った少女が自立してい
く姿を感動的に描くアニメ。海老名香葉子原作の同名
小説の映画化で、脚本・監督は「火の雨がふる」の有
原誠治。共同脚本は今泉俊昭。作画監督は小野隆哉が
それぞれ担当。

－明日の自分を健康にしよう！－

柳
家

喜
三
郎

春
亭

右
乃
香

林
家

十　

八
落語 落語寄席文字

講師

日時

会場

鈴木  奈美氏

9月8日（月） 午後２時～３時

かりんビル3階会議室（川崎区藤崎4-21-1）
・京町診療所　・セツルメント診療所
・久地診療所　・あさお診療所

　ACP （アドバンス・ケア・プランニング）とは、将来の変化に備え、ご本
人が望む医療やケアについて、ご本人、ご家族、医療・ケアチームが繰り返
し話し合い、本人の意思決定を支援するとりくみです。

問い合わせ・参加申込みは

◎エントリー方法や詳細は９月号でお知らせします

申し込みはQRコードからもできます
健康まちづくり推進部（０４４‒２６６‒７５３２）

オンライン中継

人生会議（ACP）を
 はじめてみませんか

川崎協同病院 副看護部長
緩和ケア認定看護師
⎧
｜
⎩

⎧
｜
⎩



（６）２０２５年８月１日 第７０８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ）

☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

保健医療分野の情報システム：
作成の歴史

協同ふじさきクリニック
所長　桑島 政臣

と
ん
も
り
谷
戸

　
　（
宮
前
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第64回
シリーズ

第64回

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、「
飛
森
谷
戸
の
自
然
を

守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
「
み
ん
な
が
楽
し
く
遊
べ
る
場

所
に
な
る
よ
う
に
」
と
整
備
し
た
、自
然
豊
か
で
蛍
も
飛
ぶ
「
と

ん
も
り
谷
戸
」
で
す
。健

康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

荒
金
崇
二

　

多
摩
区
に
あ
る
生
田
緑
地

は
緑
豊
か
な
多
摩
丘
陵
に
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
備
え
た
「
か
わ

さ
き
宙
と
緑
の
科
学
館
」
や

「
日
本
民
家
園
」、「
岡
本
太

郎
美
術
館
」
な
ど
の
施
設
が

あ
り
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

昔
か
ら
人
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
生
田
緑
地
の
南
側
、
宮

前
区
の
初
山
地
区
に
「
と
ん

も
り
谷
戸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
と
ん

も
り
」
と
は
何
と
も
い
え
な
い

響
き
の
よ
さ
で
す
が
、
漢
字
で

「
飛
森
」
と
書
く
そ
う
で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
里
山
の
風
景
を

残
す
こ
の
と
ん
も
り
谷
戸
は

「
飛
森
谷
戸
の
自
然
を
守
る
会
」

が
川
崎
市
と
協
力
し
て
保
全
し

て
い
て
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
ビ
オ

ト
ー
プ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

　「オニのサラリーマン」という題名からして、恐ろしい鬼がどんなにす
ごい仕事をするのかと思いましたが、お話は、私たちとあまり変わらず
仕事に家庭に奮闘する鬼のお父さんの姿が描かれ笑いを誘います。お父
さんは、愛妻弁当を持ち、家族やペット（トラ）に見送られ、妖怪やお
地蔵さんでぎゅうぎゅう詰めのバスに乗って毎日地獄に出勤します。
　仕事は釜茹で地獄の温度が下がらないようにすることや自由気ままな
亡者（亡くなった人）達が血の池地獄から逃げ出さないように見張るこ
と。芥川龍之介の小説「蜘蛛の糸」を思わせる場面も出て来て面白いの

ですが、お父さんのネクタイがドクロ柄
だったり、庭にいるカラスの目が吊り上
がっていたり、隅々まで工夫をこらして
地獄を表現した絵も見どころです。
　一通り読んだあとは、ぱらぱらとペー
ジをめくり、地獄っぽさを見つけたり眺
めたりするのも楽しいでしょう。続編
の「オニのサラリーマンじごくの盆やす
み」は地獄から見たお盆のお話で、この
時期におすすめです。

編集委員　飯野 伸代福音館書店　1540 円（税込み）

医療情報システム　工程表

現　状 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

情報システム
普及率
○オーダリング
　31．1％
○電子カルテ
　1．1％

医療用語・コード
の標準化

・医療機関における部門
間連携の改善

・チーム診療の充実

完了

医療施設問の
ネットワークへ発展

ネットワーク
セキュリティ技術

電子カルテ導入
モデル事業

地域医療施設の
ネットワーク化

整備完了

・地域医療連携の充実
・遠隔診療支援の普及

制度整備個人情報保護

医
療
施
設
ネ
ッ
ト
化

医
療
施
設
の
情
報
化

医
療
情
報
の
有
効
活
用

Ｅ
Ｂ
Ｍ
支
援

診療ガイドライン
主要5疾患完成

診療ガイドライン
作成支援

主要疾患のガイド
ラインを逐次作成

最新の科学的根拠に基づく医療情報
を速やかに診療の現場や国民に提供

ＥＢＭデータベース
医療情報提供

開始

主要20疾患
のガイドライン

完成

ＥＢＭデータベース
臨床データを活用した
双方向性のデータ
ベースへ発展

保健医療情報
データベース
大量に蓄積された
医学情報の分析を
行い保健医療行政
や臨床研究に活用

目標
・400床以上の
　病院の 6割以上
・全診療所の 6割以上

医
療
施
設
内
の
情
報
化
の
基
盤
整
備
完
了

医
療
情
報
活
用
の
高
度
化

平成12年度
補正予算

院内情報化推進

医
療
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
た
な
基
盤
整
備
の
開
始

中間目標
全国の二次医療圏毎に少な
くとも一施設は電子カルテ
を導入するよう普及を図る。
特に、地域連携医療の核とな
るような病院（地域医療支援
病院、臨床研修指定病院等）
が導入するよう推進する。

診療情報
データベース

地域医療連携に
利用

完了

クリティカルバス
を相互に共有、
利用するシステム

開発

カルテの
外部保存

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
、
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
は
、
今
か
ら

約
50
年
前
の
昭
和
48
（
１
９
７
３
）

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
同
省
に

よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
保
健
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」
は
、
平
成

６
（
１
９
９
４
）
年
７
月
に
「
21
世

紀
保
健
医
療
情
報
戦
略
」
と
題
し
た

中
間
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）

年
３
月
に
新
た
に
同
名
の
検
討
会
が

立
ち
上
が
り
、「
保
健
医
療
分
野
の

情
報
化
に
む
け
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
の
作
成
作
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
厚
労
省
は
同
年
９
月
に
「
医

療
制
度
改
革
試
案
」
を
発
表
し
、
こ

れ
を
盛
り
込
ん
だ
形
で
「
〜
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
最
終
提
言
」
は
平
成
15

（
２
０
０
３
）
年
に
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
示
さ
れ
た
「
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム　

工
程
表
」
を
示
し

ま
す
。

第３回

ま
す
。
田
畑
で

は
田
植
え
や
じ

ゃ
が
い
も
掘
り

な
ど
の
農
業
体

験
会
も
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
の
広

場
で
は
「
森
の

音
楽
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い

て
、
地
域
の
人

た
ち
の
憩
い
の

場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

谷
戸
を
流
れ

る
と
ん
も
り
川
は
、
川
崎
国
際

生
田
緑
地
ゴ
ル
フ
場
の
滝
沢
の

池
を
水
源
に
し
て
い
て
、
昔
は

周
辺
の
田
ん
ぼ
へ
水
を
供
給
し

て
稲
作
の
役
に
立
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
こ
の
き
れ
い
な
湧
水

に
は
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い

て
、
毎
年
６
月
頃
に
な
る
と
水

辺
や
林
を
飛
び
か
い
ま
す
。

　

川
の
わ
き
に
は
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
、
間
近
で
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
多
く
の
人
た
ち

が
観
賞
に
訪
れ
ま
す
。

と
ん
も
り
谷
戸
へ

行
く
に
は

　

Ｊ
Ｒ
南
武
線「
武
蔵
溝
ノ
口
」

か
ら
、
南
口
の
バ
ス
乗
り
場
で

溝
18
系
統
「
鷲
ヶ
峰
営
業
所
」

行
き
に
乗
車
、「
初
山
」
バ
ス

停
で
下
車
し
、
森
に
向
か
っ
て

歩
く
と
す
ぐ
。

入口に建てられている看板

畑でトウモロコシも作られています とんもり川

絵本紹介⑱
思いでの
気になる

文：富安 陽子　　絵：大島 妙子
オニのサラリーマン



（７） ２０２５年８月１日 第７０８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

読　者　の　広　場

①　

打
撲
傷
の
こ
と
で
す

②　

夜
想
曲
、
英
語
で
は
？

③　

前
頭
の
力
士
、
〇
〇
幕

④　

〇
〇
の
上

　
　

に
も
三
年

⑤　

物
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
税
金

⑥　

近
く
は
見
え
る
が
遠
く
は

ぼ
や
け
て
は
っ
き
り
見
え

ま
せ
ん

⑨　

海
と
陸
と
の
境
目
の
線

⑫　

気
が
合
う
こ

　
　

と
を
動
物
に

　
　

た
と
え
て
、

　
　

何
が
合
う
？

⑬　

書
類
な
ど
を
代
筆
す
る
こ

と

⑮　

長
嶋
茂
雄
さ
ん
の
代
名

　
　

詞

⑲　

樹
木
の

　
　

太
い
部
分

⑳　

並
ぶ
こ
と
。
行
〇
〇
。
〇

〇
車
。
参
〇
〇

①　

７
月
の
第
３
月

　
　

曜
日

④　

心
の
働
き
。
〇

　
　

〇
〇
不
明
。
罪
の
〇
〇
〇

⑦　

稲
垣
潤
一
「
夏
の
〇
〇
〇

〇
〇
〇
」

⑧　

福
井
県
に
あ
る
〇
〇
〇
五

　
　

湖

⑩　

ウ
ナ
ギ
を

　
　

食
べ
る
土
用

　
　

の
〇
〇
の
日

⑪　

〇
〇
タ
ッ
ク
ス
、
〇
〇
コ

マ
ー
ス

⑫　

ア
フ
リ
カ
の
赤
道
上
に
あ

る
共
和
国
、
首
都
は
カ
ン

パ
ラ

⑭　

大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
を
略
し

て
？

⑯　

男
性
。
ホ

　
　

テ
ル
〇
〇

⑰　

座
〇
〇
。
車
〇
〇
。
安
楽

〇
〇
。
社
長
の
〇
〇

⑱　

た
く
さ
ん
の
セ
ミ
が
鳴
く

様
子

㉑　

投
票
に
行

　
　

き
ま
し
ょ
う

㉒　

東
京
ス
カ
イ
〇
〇
〇
は
６

３
４
メ
ー
ト
ル

う

分分分

第350回

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

F

Ｄ

メールでの送付先 kenmachi@kawasaki.coop

D FＥA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

鮎
原
直
美

（
川
崎
区
）

関
い
づ
み

（
川
崎
区
）

笹
川
孝

（
川
崎
区
）

古
川
美
佳

（
川
崎
区
）

平
間
和
夫

（
幸　

区
）

楠
島
貴
志

（
中
原
区
）

梶
山
衣
江

（
高
津
区
）

石
渡
恵
子

（
宮
前
区
）

鈴
木
博
子

（
多
摩
区
）

山
本
糸
子

（
多
摩
区
）

鈴
木
宏
子

（
麻
生
区
）

加
藤
岱
艶
子
（
麻
生
区
）

〈
敬
称
略
〉

　

６
月
号
の
答
は
「
シ
ユ
ツ

セ
ウ
オ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
２
８
１
人
（
正
解
は
２
７

７
人
）。
内
訳
は
川
崎
区
１

６
８
人
・
幸
区
15
人
・
中
原

区
10
人
・
高
津
区
19
人
・
宮

前
区
13
人
・
多
摩
27
人
・
麻

生
区
22
人
・
市
外
３
人
で
す
。

編
集
委
員
会
で
抽
選
の
結

果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ
ー

ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

大
坪

子

（
川
崎
区
）

　

吉
田
利
子

（
川
崎
区
）

　

須
山
小
夜
子
（
川
崎
区
）

　

稲
毛
真
子

（
川
崎
区
）

　

高
間
木
順
子
（
川
崎
区
）

　

丸
山
タ
エ
子
（
川
崎
区
）

　

横
田
か
ほ
る
（
川
崎
区
）

　

鈴
木
優
子

（
川
崎
区
）

348回

答え「シユツセウオ」

パ
ズ
ル
と
川
柳
の
応
募
は

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し
け

れ
ば
年
齢
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。
本
誌
へ
の

感
想
や
近
況
も
記
入
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な

お
、川
柳
は
ひ
と
り
、一
句
、

既
に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続

10
回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に

も
贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り

は
８
月
25
日
、
発
表
は
10
月

号
紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

３
階

　

川
崎
医
療
生
協
本
部

編
集
委
員
会

ジ
機
に
座
っ
て
い
る
時
間
の

方
が
長
い
で
す
が
、
頑
張
っ

て
続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。思

い
出
す

多
摩
区　

原
口
明
枝

　

お
米
の
こ
と
が
新
聞
に
い

ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。
最
近

健
康
長
寿
に

麻
生
区　

塚
田
民
枝

　

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
支

点
が
４
点
あ
る
の
で
歩
行
が

安
定
し
、
歩
く
姿
勢
も
よ
く

な
り
ま
す
。
健
康
長
寿
を
目

指
す
に
は
お
勧
め
で
す
。

加
齢
の
せ
い

多
摩
区　

星
野
美
枝
子
79

　

自
転
車
が
重
く
な
っ
た
と

感
じ
た
の
で
、
故
障
で
す
か

と
聞
い
て
み
る
と
、
自
転
車

屋
さ
ん
曰
く
、
言
い
に
く
い

の
で
す
が
「
あ
な
た
の
加
齢

の
せ
い
で
す
」。
そ
う
で
し

た
か
、
と
納
得
！

が
ん
ば
り
ま
す

川
崎
区　

小
笠
原
あ
ゆ
み
60

60
の
手
習
い
で
チ
ョ
コ
ザ

ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。
筋
ト

レ
と
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
（
走
っ
て
い
る

と
い
う
か
？
走
ら
さ
れ
て
い

る
）。
気
の
せ
い
か
ふ
く
ら

は
ぎ
に
筋
肉
が
…
マ
ッ
サ
ー

麦
の
入
ら
な
い
白
い
ご
飯
が

食
べ
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
昔
の
こ

と
で
す
。
戦
後
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

日
々
か
ん
ば
っ
て

川
崎
区　

市
原
文
子

　

毎
月
カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定

　

み
な
さ
ん
コ
メ
に
関
心
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
同
じ
よ

う
な
句
が
多
い
。
自
分
だ
け

の
独
自
な
視
点
が
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編集部より
ひとこと

を
書
い
て
い
ま
す
。
以
前
は

通
院
日
ば
か
り
で
し
た
が
、

最
近
は
体
操
教
室
や
友
と
の

ラ
ン
チ
会
な
ど
楽
し
み
な
予

定
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
脳

ト
レ
で
頭
が
混
乱
し
て
も
あ

れ
や
こ
れ
や
と
考
え
る
こ
と

で
脳
は
反
応
し
て
い
る
と
思

い
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

孫
た
ち
と
お
出
か
け
し
た
後
湿
布
貼
る　
　
　
　
　

川
崎
区　

小
川
智
子
69
★

付
き
添
い
し
杖
は
私
が
持
っ
た
ま
ま　
　
　
　
　
　

川
崎
区

大
沼
真
早
美
48
★

豊
作
の
た
よ
り
を
待
っ
て
る
米
び
つ
で
す　
　
　
　

多
摩
区　

菅
野
節
子
94

指
使
い
古
古
古
古
米
を
数
え
て
る　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

長
澤
昭
子

連
結
バ
ス
ゆ
ら
れ
て
楽
し
旅
気
分　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

高
橋
桂
子
84

米
騒
動
何
処
に
一
揆
を
仕
掛
け
よ
う　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
75

ト
ラ
ン
プ
は
疲
れ
る
ま
で
は
近
付
く
な　
　
　
　
　

川
崎
区　

飯
塚
家
司
77

元
気
よ
ね
え
え
元
気
よ
と
元
気
ふ
り　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

遊
佐
ミ
チ
子
96

わ
が
住
む
は
ミ
ズ
ホ
の
ク
ニ
と
言
っ
た
っ
け　
　
　

川
崎
区　

川
越
怜
子
100

票
を
買
う
よ
う
に
見
え
ま
す
給
付
金　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

佐
藤
實
88

フ
レ
イ
ル
は
さ
ぼ
っ
た
分
だ
け
身
に
染
み
る　
　
　

宮
前
区　

髙
山
富
恵
72

冷
蔵
庫
梅
雨
時
期
危
険
入
れ
忘
れ　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区

大
沼
真
早
美
48

読
者
の
声

お
詫
び

７
月
号
の「
み
ん
な
で
川
柳
」で
、

い
く
つ
か
の
句
で
、
作
者
名
が
異
な

っ
て
い
ま
し
た
。
改
め
て
作
品
（
★
）

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

応募用ＱＲコード

〈
敬
称
略
〉ド



（８）２０２５年８月１日 第７０８号
昭和45年３月20日
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※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

上
毛
三
山
に
囲
ま
れ
て

　

私
は
昭
和
16
年
４
月
、
小
学

校
へ
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
年

の
12
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃

発
で
す
。
私
が
生
ま
れ
育
っ
た

の
は
、
上
毛
三
山
に
囲
ま
れ
、

米
・
麦
の
二
毛
作
、
春
夏
秋
と

３
回
の
養
蚕
が
盛
ん
な
群
馬
県

中
央
の
農
村
地
域
で
す
。
忙
し

い
中
に
も
平
穏
な
暮
ら
し
で
し

た
が
、
戦
争
に
よ
り
生
活
、
空

気
ま
で
も
が
が
ら
り
と
変
わ
り

ま
し
た
。

　

言
葉
も
制
限
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

隣
近
所
の

人
々
と
の
会
話
も
少
な
く
な

り
、
暗
い
日
々
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
暮
ら
し
は
日
ご
と
に
貧

し
く
な
り
、
食
料
だ
け
で
な
く

衣
類
ま
で
も
統
制
下
の
も
と
配

給
制
と
な
り
、
学
校
で
の
弁
当

も
さ
つ
ま
芋
１
本
を
新
聞
紙
に

伝えたい思い
南大師支部　小渕 テル子（90歳）

切ない“鐘の鳴る丘”

私の戦争体験125

す
。終

戦
を
告
げ
る
ラ
ジ
オ

　

そ
の
繰
り
返
し
の
毎
日
で
し

た
が
、
昭
和
20
年
８
月
そ
ん
な

生
活
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
終
戦
を
告

げ
る
ラ
ジ
オ
か
ら
の
天

皇
陛
下
の
お
言
葉
で

す
。
大
人
た
ち
は
呆
然

と
立
ち
尽
く
し
力
が
抜

け
、
し
ば
ら
く
は
何
も

手
に
つ
か
ず
放
心
状
態

で
し
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
も

豊
か
な
暮
ら
し
に
な
る

に
は
長
い
年
月
が
か
か

り
ま
し
た
。

昭
和
22
年
、

私
は
小
学
校

卒
業
で
す
。

楽
し
み
の
修

学
旅
行
は
、

包
ん
で
持
っ
て
く
る
生
徒
も
い

ま
し
た
。

筆
を
水
で
濡
ら
し
書
道

　

昭
和
17
〜
18
年
と
も
な
る
と

都
会
か
ら
の
疎
開
者
が
増
え
、

学
校
で
２
人
用
の
机
・
椅
子

を
３
人
で
使
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
書
道
の
教
科
の
時

は
、
１
人
が
席
を
立
ち
融
通

し
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
半
紙
も
な
い

の
で
、
筆
を
水
で
濡
ら
し
新

聞
紙
に
書
き
ま
す
。
す
る
と

字
が
浮
き
出
ま
す
が
、
た
ち

ま
ち
乾
き
字
は
消
え
ま
す
か

ら
何
度
も
練
習
が
で
き
ま
し

た
。暗

が
り
で
の
生
活

　

戦
地
の
軍
馬
の
飼
い
葉
ま
で

も
逼
迫
し
、
小
学
生
も
草
を
刈

り
、
乾
燥
さ
せ
て
校
庭
に
届
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

軍
需
産
業
も
人
手
が
足
り
ず
若

者
は
全
て
徴
集
さ
れ
、
み
ん
な

で
作
業
に
励
み
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
飛
行
機
Ｂ
29
は
、
そ
の

軍
需
産
業
の
工
場
を
狙
い
、
昼

夜
を
問
わ
ず
来
ま
す
の
で
、
そ

の
度
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
子

ど
も
と
年
寄
り
は
防
空
壕
に
避

難
し
ま
し
た
。
夜
は
明
か
り
が

漏
れ
な
い
よ
う
電
球
の
笠
に
布

を
か
け
、
暗
が
り
で
の
生
活
で

余
裕
が
な
い
な
か
、
大
人
た

ち
の
計
ら
い
で
伊
香
保
温
泉

１
泊
と
な
り
ま
し
た
。
御
多

分
に
漏
れ
ず
食
料
は
（
米
・

野
菜
）
は
持
参
で
し
た
が
、

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
農
村
地
帯
な
の
で
、

戦
争
で
の
被
害
は
少
な
く
あ

り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
思
い
出
し
て
も
切
な
い

気
持
ち
に
な
る
の
は
、
山
々

が
夕
日
に
染
ま
る
頃
に
な
る

と
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
子
ど
も
た
ち
の
歌
う
「
鐘

の
鳴
る
丘
」
で
す
。
ち
ょ
う

ど
赤
城
山
麓
に
戦
争
孤
児
の

収
容
施
設
が
で
き
た
こ
と
と

重
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
歌

声
が
元
気
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
も
の
悲
し
く
思
え
、
ど
う

か
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

祈
る
ば
か
り
で
し
た
。

軍
の
出
版
セ
ン
タ
ー
と
し
て
接

収
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
１

９
７
５
年
に
全
面
返
還
さ
れ
、

１
９
８
３
年
に
中
原
平
和
公
園

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
開
催
さ
れ
た
の
が
平
和
公

園
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
回
で
43

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が

参
加
し
、
市
内
で
活
動
す
る
合

唱
団
を
は
じ
め
、
沖
縄
民
謡
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ン
ド
ベ

ル
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
和
太

鼓
の
各
グ
ル
ー
プ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
が
音
楽
を
通
し
て
平

和
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は
参
加

者
全
員
で
、「
青
い
空
は
」「
原

爆
許
す
ま
じ
」「
歌
と
平
和
の

行
進
」
を
合
唱
し
、
平
和
の
ア

ピ
ー
ル
を
宣
言
し
て
終
演
し
ま

し
た
。

編
集
委
員
会

　

７
月
13
日
、
中
原
区
の

中
原
平
和
公
園
野
外
音
楽

堂
で
「
第
43
回　

み
ん
な

で
つ
く
っ
た　

み
ん
な
で

つ
く
ろ
う　

平
和
公
園
コ

ン
サ
ー
ト　

２
０
２
５
」

が
、
川
崎
平
和
公
園
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
主
催

で
行
わ
れ
、
３
５
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
野
外
音

楽
堂
周
辺
は
、
戦
後
、
米

　

川
崎
で
朗
読
の
会
を
行
っ
て

い
る
「
か
わ
さ
き
文
芸
朗
読
の

会
」
が
５
月
21
日
に
行
っ
た
公

演
が
好
評
で
、「
ま
た
上
演
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、
８
月
15
日
高
津

区
の
て
く
の
か
わ
さ
き
で
再
演

し
ま
す
。

　

再
演
す
る
作
品
は
「
戦
後
80

年
を
迎
え
て
」
と
題
し
、
10
人

の
演
者
が
、
脚
本
家
山や

ま
の
う
ち
ひ
さ
し

内
久
の

著
書「
私
も
戦
争
に
行
っ
た（
岩

波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）」
を
朗
読

す
る
ほ
か
、
１
９
６
８
年
の
夏

号
で
出
版
さ
れ
た
「
暮
し
の
手

帖
」
の
中
か
ら
「
戦
場
」
と
い

う
作
品
を
複
数
の
演
者
が
読
み

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
早は

や
さ
か
あ
き
ら

坂
暁
や

みんなでつくった　みんなでつくろみんなでつくった　みんなでつくろ

平和公園コンサート
開催！開催！

第
43
回

川崎太鼓仲間“響”

コンサートの最後に参加者全員で合唱！

国鉄横浜うたう会

吉よ
し

村む
ら

廉や
す
し

の
作
品
を
朗
読
し
、
最

後
に
安あ

里さ
と

有ゆ
う

生き

の
平
和
の
詩
を

朗
読
し
ま
す
。

　

演
者
全
員
か
ら
「
若
い
人
に

も
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
来
場
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　日　時　

８月15日（金）
午後６時半開演
（30分前開場）

●場　所
　 てくのかわさきホール
　 （高津区溝口１丁目６－10）
●参加費　無料
●問い合わせ
　 宮澤（090‒6923‒7715）まで。

川崎医療生協の
第76回総代会アピール
2025年わたしたちの
平和宣言（一部）

あたたかいご飯が食べられること、
安心して眠れること、健康にすごせ
ること、大好きなものを「好き」と
言えること、誰かといっしょに笑い
あえること。わたしたち生協はこの
ようなくらしを大切にするために、
人と人とがつながり助けあえる社会
をめざしてきました。…

※全文はこちらから→
５月に行った公演で

朗
読
を
通
し
て
平
和
を
考
え
る


